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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
10
月
中
旬
か
ら
皆
さ
ん
の
お
宅
に
通
知
カ
ー
ド
が
簡
易
書
留
で

送
ら
れ
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
来
年
１
月
か
ら
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が
始
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
月
号
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
必
要
に
な
る
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
社
会
保
障

や
税
の
手
続
き
な
ど
の
際
に
必
要

に
な
り
ま
す
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
利
用
は
法
律
で
定
め
ら
れ
た
事

務
と
市
町
村
な
ど
、
地
方
公
共
団

体
が
独
自
に
条
例
で
定
め
た
事
務

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が
開
始

さ
れ
る
時
点
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

利
用
で
き
る
主
な
事
務
は
表
１
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
手
続
き
先
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
提
示
し
た
り
、
書
類
へ

の
記
入
が
必
要
に
な
る
の
は
、
役

場
な
ど
、公
的
な
機
関
や
勤
務
先
、

あ
る
い
は
一
時
的
な
報
酬
や
謝
礼

な
ど
の
支
払
い
を
受
け
る
相
手
に

な
り
ま
す
。

　

役
場
な
ど
、
公
的
機
関
の
手
続

き
で
は
、
表
１
で
お
知
ら
せ
し
た

事
務
で
の
手
続
き
に
な
り
ま
す

が
、
す
べ
て
の
事
務
で
一
斉
に
利

用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
平
成
29

年
７
月
ま
で
に
段
階
的
に
利
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
手
続
き
の
際
に
窓
口
で
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
勤
務
先
と
一

時
的
な
報
酬
や
謝
礼
な
ど
の
支
払

い
を
受
け
る
相
手
に
は
、
平
成
28

年
１
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提

　

今
年
10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
お
知
ら
せ
す
る
通
知
カ
ー
ド
が

皆
さ
ん
に
送
ら
れ
る
こ
と
は
、
先

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
役
場
な
ど
の
公
的
機
関
や

勤
務
先
な
ど
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

伝
え
る
場
合
、
通
知
カ
ー
ド
の
場

合
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
、
本
人

を
確
認
で
き
る
書
類
を
同
時
に
提

示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
本
人
が
申
請
し

て
受
け
取
る
個
人
番
号
カ
ー
ド

は
、
写
真
付
き
の
た
め
、
そ
れ
だ

け
を
提
示
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
身
分
証
明
書

と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。ま
た
、

こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
た
住
基

カ
ー
ド
に
代
わ
っ
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
電
子
申
告
に
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
ー
ド
の
有
効
期
間
は
10
年
と
さ

れ
、
し
ば
ら
く
の
間
は
、
無
料
で

交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
を

ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
で
き
る

事
務
や
手
続
き
は
、
戸
籍
事
務
や

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
、証
券
の
分
野
、

医
療
な
ど
の
分
野
へ
の
拡
大
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

情
報
漏
え
い
な
ど
へ
の
対
策
を

検
証
し
つ
つ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
利
便
性
が
高
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

分野 主な利用手続きなど 利用開始日

税

○給与所得者の扶養控除等（異動）申告書

○従たる給与についての扶養控除等（異動）申告書

○給与所得者の保険料控除申告書兼給与所得者の配偶者特別控除申告書

○退職所得の受給に関する申告書

○公的年金等の受給者の扶養親族等申告書

○給与所得などの源泉徴収票、給与支払報告書

○報酬、料金、契約金及び賞金の支払調書

○不動産の使用料等の支払調書　など

平成28年１月１日

提出分から

雇用保険 ○雇用保険被保険者資格取得（喪失）届　など

健康保険

厚生年金

○健康保険・厚生年金保険資格取得（喪失）届

○健康保険被扶養者（異動）届

○国民年金第３号被保険者関係届

○健康保険厚生年金保険産前産後休業／育児休業等所得者申出書・終了届　など

平成29年１月１日

提出分から

⇒年金の資格取得・確認、給付に利用。

○国民年金や厚生年金など、公的年金の事務

※日本年金機構でのマイナンバーの利用は、当面見送られることになっています。

○農業者年金事業の事務

⇒雇用保険などの資格・確認、給付に利用。ハローワークなどの事務に利用。

○失業等給付、雇用安定事業、能力開発事業の事務

○労働者災害補償給付保険の給付、社会復帰促進事業などの事務
⇒医療保険の保険料徴収など、医療保険者の手続き、福祉の給付、生活保護の実施など低所得者対策

の事務などに利用。

○児童扶養手当の事務

○母子及び寡婦福祉法の資金貸付け、母子家庭自立支援給付金の事務

○障害者自立支援給付の事務

○特別児童扶養手当などの事務

○生活保護の決定などの事務

○介護保険給付、保険料徴収の事務

○国民健康保険や社会保険、後期高齢者医療保険の給付や保険料徴収の事務

○日本学生支援機構の学資貸与の事務

○公営住宅、改良住宅の管理事務
税分野 ⇒所得税などの確定申告や届出、調書などへのマイナンバーの記載。税の内部事務などに利用。
災害対策分野 ⇒被災者生活再建支援金の支給事務などに利用。

⇒被災者台帳の作成事務などに利用。
⇒社会保障や地方税、防災に関する事務のほか、それらに類似する事務で地方公共団体が条例で定める事務に利用。

社
会
保
障
分
野

年
金
分
野

労
働
分
野

福
祉
・
医
療
・
そ
の
他
の
分
野

（表１）マイナンバーが使われる手続きが利用できる事務

（表２）勤務先などでマイナンバーが利用される手続き

10
月
か
ら
始
ま
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度　

　　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
も
っ
と
知
ろ
う　

　ご注意ください！！マイナンバー制度を悪用した詐欺事件などが発生しています

　役場などの公的機関が、電話や訪問などでマイナンバーや預金口座の番号を聞き出そうとしたり、情報漏

えいをもとに金銭を要求することなどは絶対ありません。不審な電話や訪問、手紙などを受けた場合は、相

手の要求に従うことなく、すぐに警察や消費生活センター、役場にご相談ください。

　○二戸警察署　☎２３－０１１０　○軽米駐在所　☎４６－２００４

　○小軽米駐在所　☎４５－２１１０　○晴山駐在所　☎４７－２１１０

　○二戸消費生活センター　☎２３－５８００　○軽米町役場　☎４６－２１１１　総務課・町民生活課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
使
わ
れ

る
手
続
き
は
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
教
え
て

よ
い
相
手
は
？

示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
28
年

中
の
収
入
に
対
す
る
源
泉
徴
収
票

へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
な

ど
、
税
や
雇
用
保
険
の
手
続
き
に

必
要
に
な
る
た
め
で
す
。

　

勤
務
先
な
ど
に
届
け
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
ど
の
よ
う
な
手
続
き
に

使
わ
れ
る
か
は
表
２
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。個

人
番
号
カ
ー
ド
が
便
利

で
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
将
来

そ
の
３

事業者の皆さんも準備が必要です！

①どんなときに、他人のマイナンバーを取得できるのかの確認➡取得は法律に定められた場合だけ！

②どんな手続きで、マイナンバーを利用・提供することになるかの確認➡利用や提供も決められています！

③マイナンバーの書類やデータは、いつまで保管していいのかの確認➡保存期間経過後は、ただちに廃棄！

④情報漏えい対策など、どのような対策が必要なのかの確認➡パソコンのセキュリティ対策などが必要！

　※１月からはマイナンバーを取り扱うことになるため、早めの準備が必要です。
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希望郷いわて国体開催まであと１年！希望郷いわて国体開催まであと１年！

　

開
催
ま
で
１
年
を
切
っ
た
希
望

郷
い
わ
て
国
体
。
軽
米
町
で
は
軟

式
野
球
競
技
が
来
年
10
月
２
日
か

ら
４
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

軟
式
野
球
は
、
ゴ
ム
の
ボ
ー
ル

を
使
う
こ
と
を
除
け
ば
、
硬
式
野

球
と
同
じ
。
国
民
体
育
大
会
で
は

各
都
道
府
県
の
代
表
32
チ
ー
ム
が

優
勝
を
め
ざ
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
で
対
戦
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

激
し
い
打
撃
戦
や
華
麗
な
守

備
、
バ
ッ
テ
リ
ー
と
打
者
と
の
駆

け
引
き
、
さ
ら
に
チ
ャ
ン
ス
や
ピ

ン
チ
の
時
の
チ
ー
ム
の
作
戦
な

ど
、
見
ど
こ
ろ
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。

軽
米
で
は
軟
式
野
球
競
技

全
国
の
選
手
た
ち
を
お
も
て
な
し
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

町
民
総
参
加
で
つ
く
る
国
体
を
目
指
し
、
軽
米
町
で
開
催
さ

れ
る
軟
式
野
球
競
技
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
内
容
は
来
場
者
の
受
付
や
環
境
美

化
、
会
場
設
営
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
の
で
、
自
分
に
で
き
る
こ

と
で
参
加
し
、
46
年
ぶ
り
の
い
わ
て
国
体
を
、
一
緒
に
盛
り
上

げ
ま
せ
ん
か
。

　

選
手
に
負
け
な
い
、
熱
い
思
い
を
持
っ
た
皆
さ
ん
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆ 

応
募
要
件

　
　

軽
米
町
に
在
住
、
在
勤
、
在
学　

　

し
て
い
る
方
で
、
活
動
日
時
点
で　

　

中
学
生
以
上
の
方
。
ま
た
は
、
軽　

　

米
町
内
に
活
動
拠
点
を
有
す
る
団　

　

体
。
た
だ
し
、
申
し
込
み
時
点
で　

　

高
校
生
以
下
の
方
は
保
護
者
の
同　

　

意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆ 

問
い
合
わ
せ
先

　
　

希
望
郷
い
わ
て
国
体
軽
米
町
実　

　

行
委
員
会
事
務
局
（
教
育
委
員
会　

　

事
務
局
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
内
）

　

☎
４
６
―
４
７
４
４

町民全体で盛り上げて記憶に残る国体にしましょう！

46年ぶりのいわて国体

軽米町での開催は初めて

～災害の記憶と地域の絆忘れず～

大崎幸男　会長

　

平
成
11
年
に
町
を
襲
っ
た
豪
雨

災
害
か
ら
16
年
が
経
過
し
、
町
自

治
公
民
館
連
絡
協
議
会
（
大
崎
幸さ

ち

男お

会
長
）
は
９
月
26
日
、
地
域
づ

く
り
や
絆
の
大
切
さ
を
思
い
起
こ

そ
う
と
、夢
灯
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
内
の
各
自
治
公
民
館
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
27
人
が
集
ま
り
、
午
後

１
時
30
分
か
ら
容
器
の
清
掃
や
設

置
、
会
場
の
設
営
な
ど
の
準
備
を

行
い
ま
し
た
。

　

午
後
５
時
か
ら
の
開
始
式
で
大

崎
会
長
は
「
町
は
平
成
11
年
に
豪

雨
災
害
を
経
験
し
、
地
域
の
絆
、

助
け
合
い
に
よ
っ
て
乗
り
越
え

た
。
15
年
が
経
過
し
た
昨
年
、
自

治
公
民
館
連
絡
協
議
会
の
事
業
と

し
て
夢
灯
り
を
実
施
し
て
、
今
年

は
２
回
目
の
開
催
と
な
る
。
４
年

前
の
東
日
本
大
震
災
で
、
東
北
で

は
今
も
仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
て
い

る
方
々
も
い
る
。
災
害
は
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
し
、
何
年

経
っ
て
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
思
い
起

こ
し
て
も
ら
い
た
い
」と
挨
拶
し
、

災
害
の
怖
さ
と
そ
れ
を
乗
り
越
え

た
町
民
の
強
さ
、
記
憶
を
風
化
さ

せ
な
い
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

　

雪
谷
川
の
河
川
敷
に
並
べ
ら
れ

た
約
１
１
０
０
個
の
夢
灯
り
が
点

火
さ
れ
、
だ
ん
だ
ん
と
辺
り
が
暗

く
な
る
と「
２
０
１
５
夢
灯
り
」、

「
軽
米
」
の
文
字
が
浮
か
び
上
が

り
、
集
ま
っ
た
お
よ
そ
７
５
０
人

を
幻
想
的
な
光
で
包
み
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
笹
渡
、
市
野
々
、
向

川
原
の
公
民
館
と
晴
高
ど
ん
ど
ん

市
場
か
ら
郷
土
料
理
の
試
食
コ
ー

ナ
ー
も
出
店
し
、
豚
汁
や
串
も
ち

①、②お家の人や公民

　館長と一緒に点火

③会場を包むろうそく

　の柔らかな光

④、⑤公民館から振る

　舞われた郷土食を楽

　しむ来場者

串
コ
ン
ニ
ャ
ク
や
せ
ん
べ
い
の
天

ぷ
ら
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
秋
の

寒
さ
が
増
し
て
き
た
軽
米
の
夜
に

心
と
体
を
温
め
ま
し
た
。

①

②③

⑤ ④

夢灯り

町
民
全
体
で
盛
り
上
げ
よ
う

　

46
年
ぶ
り
の
い
わ
て
国
体
。
そ

し
て
軽
米
町
で
初
め
て
の
国
体
。

せ
っ
か
く
の
こ
の
機
会
を
町
民
総

参
加
で
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　

下
記
で
募
集
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、
開
催
中
に

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
選
手
た
ち
を

応
援
す
る
こ
と
も
立
派
な
国
体
参

加
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
自
分
に
あ
っ

た
参
加
の
仕
方
で
国
体
成
功
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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第
27
回
花
い
っ
ぱ
い
ビ

ュ
ー
テ
ィ
軽
米
推
進
コ
ン

ク
ー
ル
の
審
査
会
が
、
８

月
19
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。同
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、

地
域
、
学
校
、
家
庭
、
企

業
花
壇
の
４
部
門
に
26
組

が
応
募
。
工
夫
を
凝
ら
し

た
色
鮮
や
か
な
花
々
が
町

内
を
彩
り
ま
し
た
。

　

地
域
花
壇
の
部
で
は
鶴

飼
地
区
の
「
つ
る
が
い
い

こ
い
の
ガ
ー
デ
ン
」、
学

校
花
壇
の
部
で
は
、
軽
米

中
学
校
が
最
優
秀
賞
に
輝

◆地域花壇の部

【最優秀賞】つるがいいこいのガーデン

【優秀賞】高柳・花の会

【優良賞】緑ヶ丘「憩いの園」、笹渡・花の会「レ

インボー」、東・花の会、沢田公民館環

境部、長倉・花の道、車門地区花壇

【奨励賞】下円子老人クラブ花壇、沢里ファミリー

　　　　花壇、宮沢地区花壇

◆学校花壇の部

【最優秀賞】軽米中学校花壇

【優秀賞】小軽米小学校・さわやか花壇

【優良賞】晴山小学校花壇、軽米小学校花壇、軽米

　　　　　高等学校PTA花壇

◆家庭花壇の部

【最優秀賞】荒川ガーデン（荒川文子、長倉）

【優秀賞】花満開（田代テイ子、沢田）

【優良賞】ユートピア（田村せつ、向川原）、一服

（松浦ちか子、蜂ヶ塚）、ダリアがいっぱ

いの花畑（尾田川ユキ、上尾田）、四季の

花園（山形せき、向川原）、我が家の

ステキな家族たち（田中セツ、笹渡）

◆企業花壇の部

【最優秀賞】町社会福祉協議会・虹色のガーデン

【優秀賞】町保健推進員協議会・健康ふれあいセン

ター前花壇

【優良賞】花の里かるまい・ご隠居様が楽しく集う

花の里

花
い
っ
ぱ
い
ビ
ュ
ー
テ
ィ
軽
米
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
結
果 

（敬称略)

き
ま
し
た
。
ま
た
、
家
庭

花
壇
の
部
で
は
荒
川
文
子

さ
ん
（
長
倉
）
の
「
荒
川

ガ
ー
デ
ン
」、
企
業
花
壇

の
部
で
は
町
社
会
福
祉
協

議
会
の
「
虹
色
の
ガ
ー
デ

ン
」
が
最
優
秀
賞
に
輝
き

ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
、
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会

と
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。

（
結
果
は
左
表
の
と
お
り
）

花いっぱい花いっぱい
コンクールコンクール

マリーゴールドで書かれた「えがおでいこうよ」（つるがいいこいのガーデン）

町社会福祉協議会の「虹色のガーデン」は中庭だけで

なく歩道沿いにも虹のように長～く広がっていました

荒川文子さんの花壇には色とりどりの花々がたくさん

軽米中学校の花壇は校舎の２階から全体が見渡せます

来年はぜひ、皆さんも
参加しませんか？

～
も
っ
と
バ
ス
を
利
用
し
よ
う
！
～

公
共
交
通
出
前
講
座

　

バ
ス
や
電
車
な
ど
の
公
共
交
通
は
、
車
を
運
転
で
き
な
い
人
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
公
共
交
通
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に

も
知
っ
て
も
ら
お
う
と
小
学
生
を
対
象
に
出
前
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
は
、
９
月
24
日
小
軽
米
小
学
校
、

25
日
に
晴
山
小
学
校
と
軽
米
小
学
校
で

公
共
交
通
出
前
講
座
を
開
き
ま
し
た
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

ま
ち
も
び
デ
ザ
イ
ン
の
職
員
が
講
師
と

な
っ
て
、
町
を
走
る
バ
ス
の
紹
介
、
な

ぜ
公
共
交
通
が
必
要
な
の
か
、
バ
ス
に

乗
る
と
き
の
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
勉

強
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
バ
ス
に
乗
る
と
き

に
整
理
券
を
取
る
こ
と
や
、
運
賃
表
の

見
方
な
ど
を
実
際
に
体
験
し
ま
し
た
。

　

晴
山
小
学
校
で
は
高
齢
者
体
験
学
習

バスに乗るときは整理券を忘れずに

も
兼
ね
て
ア
イ
マ
ス
ク
や
プ
ロ
テ
ク

タ
ー
を
装
着
す
る
こ
と
で
、
自
分
の

足
や
運
転
で
の
移
動
が
困
難
な
高
齢

者
に
と
っ
て
公
共
交
通
が
い
か
に
大

切
か
を
学
び
ま
し
た
。

高齢者疑似体験で公共交通
の大切さを実感

男女ともに軽米小が優勝男女ともに軽米小が優勝
‐第５回町小学校駅伝大会‐

駅伝大会上位結果（敬称略）

【男子】①軽米Ａ　②小軽米Ａ　③晴山Ａ

（個人賞）①福田　流星（小軽米小６年）

　　　　　②増尾　  海 （小軽米小６年）

　　　　　③関向　優真（軽米小５年）

【女子】①軽米Ａ　②小軽米Ａ　③軽米B

（個人賞）①内澤　明未（軽米小４年）

　　　　　②鶴飼　穂香（小軽米小６年）

　　　　　③浅水　あかり（軽米小６年）

　

第
５
回
町
小
学
校
駅
伝
大
会

（
町
小
学
校
体
育
連
盟
主
催
）
が

９
月
16
日
、
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ポ
ー

ツ
ラ
ン
ド
特
設
コ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
町
内
３
小
学
校
か
ら

男
女
合
わ
せ
て
24
チ
ー
ム
が
出

場
。
１
周
約
１･

５
㌔
の
コ
ー
ス

を
１
チ
ー
ム
４
人
で
た
す
き
を
つ

な
ぎ
ま
し
た
。
男
子
の
部
、
女
子

の
部
と
も
に
軽
米
小
学
校
が
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
参
加
を
含
め
た

１
２
１
人
の
選
手
は
、
各
校
の
応

援
を
背
に
、
力
走
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

優
勝
の
上
新
町
チ
ー
ム

町
総
体
プ
レ
競
技

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
開
催

　

ハ
ー
ト
フ
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
多
目
的
広
場
で
９
月
５
日
、
第

37
回
町
総
体
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
競

技
は
昨
年
度
か
ら
正
式
競
技
へ
の

昇
格
を
目
指
す
交
流
大
会
と
し
て

実
施
。
今
年
は
11
チ
ー
ム
72
人
が

参
加
し
て
、
緑
の
芝
生
の
上
で
プ

レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
上
位

チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
○

に
数
字
は
順
位
）

①
上
新
町　

②
米
田　

③
上
舘
連
合

バス会社によって押しボタンの形や
音が違います
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「
人
口
減
少
は
や
む
を
得
な
い

が
、
な
る
べ
く
減
少
を
ゆ
る
や
か

に
す
べ
き
」
が
最
も
多
く
、
回
答

全
体
の
36
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。

次
い
で
「
人
口
減
少
は
望
ま
し
く

な
く
、
現
在
よ
り
増
加
す
る
よ
う

努
力
す
べ
き
」（
28
・
３
％
）、「
人

口
減
少
は
望
ま
し
く
な
く
、
現
在

程
度
の
人
口
維
持
を
目
指
す
べ

き
」（
26
・
１
％
）
の
順
で
し
た
。

　

そ
の
他
の
回
答
に
は
「
減
少
は

　

町
の
人
口
減
少
対
策
の
方
向
性
を
示
す

た
め
の
軽
米
町
総
合
戦
略
。
今
月
は
町
民

の
皆
さ
ん
、
在
京
軽
米
会
の
方
々
、
高
校

生
や
新
成
人
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
同
誌

で
紹
介
す
る
結
果
は
一
部
で
、
全
体
は
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
）

人
口
減
少
に
つ
い
て

ど
う
考
え
ま
す
か
？

望
ま
し
く
な
い
が
、
安
易
な
外
部

か
ら
の
移
住
は
、
不
要
な
社
会
保

障
費
増
加
と
な
る
可
能
性
が
高
く

な
る
」、「
減
少
し
な
い
よ
う
に
、

た
く
さ
ん
子
供
を
出
産
で
き
て
、

お
金
に
不
自
由
な
く
子
育
て
で
き

る
よ
う
に
町
の
方
で
援
助
し
て
ほ

し
い
」、「
男
子
の
独
身
者
が
多
す

ぎ
る
。
子
供
が
少
な
い
。
こ
れ
ら

を
解
決
し
な
い
か
ぎ
り
人
口
増
加

な
し
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

人
口
減
少
対
策
と
し
て
重

視
す
べ
き
取
り
組
み
は
？

　

最
も
多
か
っ
た
の
は
「
経
済

を
活
性
化
さ
せ
る
取
組
み
」
の

２
３
１
件
で
、
回
答
者
数
３
６
８

人
の
62
・
８
％
に
の
ぼ
っ
た
。
次

い
で
「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

の
希
望
を
か
な
え
る
取
組
み
」

軽
米
町
は
結
婚
生
活
に

適
し
て
い
る
か
？

　

「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な

い
」
が
46
・
５
％
と
お
よ

そ
半
数
を
占
め
、「
適
し

て
い
る
」（
22
・
０
％
）、

「
適
し
て
い
な
い
」（
18
・

５
％
）
を
大
き
く
上
回
り

ま
し
た
。

（
１
８
７
件
、
回
答
者
の
50
・

８
％
）、「
定
住
促
進
な
ど
の
取
組

み
」（
１
４
５
件
、
同
39
・
４
％
）

の
順
で
あ
っ
た
（
図
１
参
照
）。

　

そ
の
他
の
回
答
に
は
「
雇
用
面

が
増
え
れ
ば
店
や
商
店
街
が
活
性

化
し
、
す
こ
し
ず
つ
人
が
増
え
て

い
く
と
思
う
。
ま
た
、
町
全
体
が

活
性
化
す
れ
ば
高
校
を
卒
業
し
て

町
か
ら
働
き
に
出
る
人
も
す
く
な

く
な
る
と
思
う
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

回
答
が
多
か
っ
た
順
に
集
計
し

た
結
果
、最
も
多
か
っ
た
の
は「
正

規
雇
用
の
拡
大
」の
１
８
４
件
で
、

回
答
者
数
３
６
８
人
の
50
・
０
％

で
し
た
。
次
い
で
「
情
報
発
信
や

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
」（
１
６
８

件
、
回
答
者
の
45
・
７
％
）、「
商

業
施
設
の
誘
致
な
ど
に
よ
る
地
域

の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
」（
１
１
３

件
、同
30
・
７
％
）
の
順
で
し
た
。

　

そ
の
他
の
回
答
と
し
て
「
衣
・

食
・
住
の
住
に
つ
い
て
、
先
進
的

に
取
り
組
む
べ
き
」、「
地
域
の
基

礎
で
あ
る
農
林
業
が
発
展
し
な
い

か
ぎ
り
若
者
は
出
て
行
き
子
供
は

生
ま
れ
ず
人
口
は
増
え
な
い
」、

「
収
入
を
得
ら
れ
る
何
か
が
あ
れ

ば
、
出
身
者
は
戻
っ
て
く
る
確
率

が
高
い
と
思
う
」
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。

定
住
・
移
住
者
を
増
や
す
た
め

に
必
要
な
取
り
組
み
は
？

　

回
答
が
多
か
っ
た
順
に
集
計
し

た
結
果
、最
も
多
か
っ
た
の
は「
Ｕ

タ
ー
ン
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
窓

口
の
開
設
」
の
34
件
で
、
回
答
者

数
59
人
の
57
・
６
％
で
あ
っ
た
。

次
い
で
「
住
宅
に
関
す
る
支
援
・

情
報
」（
30
件
、
回
答
者
の
50
・

８
％
）、「
再
就
職
へ
の
支
援
・
情

報
」（
22
件
、
同
37
・
３
％
）
の

順
と
な
り
ま
し
た
。

Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
に
必

要
な
サ
ポ
ー
ト
や
情
報
は
？

　

そ
の
他
の
回
答
と
し
て
「
若
年

層
の
方
々
・
高
齢
化
社
会
に
対
す

る
サ
ポ
ー
ト
が
十
分
か
」、「
介
護

保
険
料
が
高
す
ぎ
る
」、「
特
産
品

の
改
良
→
要
研
究
、
生
鮮
野
菜
等

の
都
会
の
販
売
会
社
と
の
直
結
、

事
業
の
開
発
研
究
が
必
要
」
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
結
婚
生
活
に
適
し
て
い
る
」

と
答
え
た
回
答
者
に
は
「
両
親
等

の
親
族
が
近
く
に
い
る
」（
69
件
）、

「
自
然
環
境
が
良
い
」（
70
件
）、「
住

ま
い
が
あ
る
」（
73
件
）
な
ど
の

答
え
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
一

方
で
「
適
し
て
い
な
い
」
と
答
え

た
回
答
者
は
理
由
と
し
て
「
交
通

の
便
が
良
く
な
い
」（
57
件
）、「
楽

し
め
る
場
所
が
遠
い
」（
53
件
）、

「
買
い
物
す
る
場
所
が
遠
い
」（
50

件
）
な
ど
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
意
見
と
し
て
、「
適

し
て
い
る
」
側
で
は
「
保
育
園
等

に
子
供
を
あ
ず
け
る
場
合
、
親
の

負
担
が
少
な
い
」、「
医
療
機
関
が

近
い
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、「
適

し
て
い
な
い
」
と
答
え
た
方
々
か

ら
は
「
働
く
場
が
少
な
い
」、「
都

会
と
違
っ
て
店
も
遠
く
、
遊
ぶ
所

も
無
く
、
お
金
も
無
い
の
に
、
車

を
買
わ
な
い
と
ど
こ
に
も
行
け
な

い
」、「
い
ろ
い
ろ
わ
ず
ら
わ
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

Ｕ
タ
ー
ン
し
た
い
理
由
は
？

　

最
も
多
か
っ
た
の
は
「
軽
米
町

に
愛
着
が
あ
る
か
ら
」、「
兄
弟
や

友
人
が
い
る
か
ら
」
で
、
と
も
に

４
件
と
な
っ
て
お
り
、次
い
で「
実

家
な
ど
住
む
と
こ
ろ
が
あ
る
か

ら
」（
３
件
）
で
あ
っ
た
。

調
査
対
象
：
町
民

調
査
方
法
：
住
民
基
本
台
帳
よ
り
20

　

歳
以
上
の
町
民
９
０
７
人
を
各
世

　

代
ご
と
に
無
作
為
抽
出

有
効
回
答
数
：
３
６
８
件（
40
・
５
％
）

町
は
出
産
・
子
育
て
を
す

る
の
に
適
し
て
い
る
か
？

　

「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が

53
・
０
％
と
過
半
数
を
超
え
て
お

り
、「
適
し
て
い
る
」（
23
・
９
％
）、

「
適
し
て
い
な
い
」（
18
・
８
％
）

を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

　

「
出
産
・
子
育
て
に
適
し
て
い

る
」
と
答
え
た
回
答
者
は
「
両
親

等
の
親
族
が
近
く
に
い
る
」（
77

件
）、「
自
然
環
境
が
良
い
」（
76

件
）、「
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

「
適
し
て
い
る
」、「
い
な
い
」

そ
の
理
由
は
？

住
ま
い
が
あ
る
」（
72
件
）
を
あ

げ
ま
し
た
。「
適
し
て
い
な
い
」

と
答
え
た
回
答
者
は
「
交
通
の
便

が
良
く
な
い
」（
56
件
）、「
楽
し

め
る
場
所
が
遠
い
」（
51
件
）、「
買

い
物
す
る
場
所
が
遠
い
」（
49
件
）

な
ど
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
回
答
と
し
て
「
自
然

が
多
く
空
気
が
き
れ
い
で
子
育
て

に
は
良
い
と
思
う
が
、
学
業
の
面

で
不
安
が
あ
る
」、「
保
育
園
等
に

子
供
を
あ
ず
け
る
場
合
、
親
の
負

担
が
少
な
い
」、「
児
童
が
少
な
く
、

周
り
の
い
ろ
ん
な
子
供
達
と
接
す

る
機
会
が
、多
い
と
こ
ろ
と
比
べ
、

子
供
の
経
験
を
養
う
こ
と
に
つ
い

て
不
利
益
と
感
じ
る
」
な
ど
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

調
査
対
象
：
在
京
軽
米
会
員

調
査
方
法
：
会
員
１
５
２
人
に
ア
ン

　

ケ
ー
ト
を
依
頼

有
効
回
答
数
：
59
件
（
38
・
８
％
）

　

「
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
い
と
思
わ
な

い
」（
43
人
）
が
最
も
多
く
、
回

答
全
体
の
72
・
９
％
と
７
割
近
く

を
占
め
た
。
次
い
で
「
ど
ち
ら
と

も
言
え
な
い
」（
10
人
、16
・
９
％
）、

「
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
」（
５
人
、
８
・
５
％
）
の
順
と

な
り
ま
し
た
。

　

回
答
が
多
か
っ
た
順
に
集
計
し

た
結
果
、最
も
多
か
っ
た
の
は「
今

の
生
活
の
方
が
便
利
だ
か
ら
」
の

27
件
で
、
回
答
者
数
１
７
８
人
の

62
・
８
％
で
し
た
。
次
い
で
「
商

業
施
設
等
が
少
な
い
か
ら
」（
８

件
、
回
答
者
の
18
・
６
％
）、「
希

望
す
る
仕
事
が
少
な
い
か
ら
」（
６

件
、
同
14
・
０
％
）
の
順
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
回
答
と
し
て
は
「
子

ど
も
た
ち
も
こ
ち
ら
で
生
活
し
て

い
る
」、「
町
・
町
民
の
移
住
者
受

け
入
れ
に
対
す
る
考
え
や
町
で
の

生
活
の
利
点
な
ど
が
不
明
」、「
終つ

い

の
場
所
を
決
め
て
生
活
設
計
を
し

て
し
ま
っ
て
い
る
。
愛
着
は
あ
る

が
、
冬
の
寒
さ
は
現
在
の
健
康
状

態
に
は
負
担
が
大
き
い
」、「
高
齢

に
な
り
、
引
越
等
含
め
て
面
倒
だ

か
ら
」な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
結
婚
し
た
い
と
考
え

て
い
る
独
身
者
が
い
る
」

が
58
・
７
％
、「
い
な
い
」

の
38
・
０
％
を
上
回
り
ま

し
た
。

周
り
に
結
婚
願
望
の
あ

る
独
身
者
は
い
る
か
？

「
適
し
て
い
る
」、「
い
な
い
」

そ
の
理
由
は
？

将
来
、
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
い
？

Ｕ
タ
ー
ン
し
な
い
理
由
は
？

町
民

在
京
軽
米
会

正規雇用の拡大

情報発信やサポート体制の充実

商業施設の誘致などによる地域のにぎわいづくり

空き物件などの住宅関連情報の発信強化

起業など若者がチャレンジしやすい環境の整備

若者による地域の魅力づくりの支援

出身者のＵターンを目指す取り組み

道路や下水道など生活環境の整備や公共交通機関の充実

その他

経済を活性化させる取り組み

結婚・出産・子育ての希望をかなえる取り組み

定住促進などの取り組み

福祉の充実など、安心して暮らせる地域づくり

地域を担う子どもの教育環境の整備への取り組み

楽しめる娯楽施設のある商店街をつくる取り組み

地場産品の商品化・ブランド化などによる農林業の振興

介護や認知症予防など、高齢者への施設の充実

魅力ある店のある商店街をつくる取り組み

自然環境の保全や農山村の魅力づくり

その他

Ｕターンについて相談できる窓口の開設

住宅に関する支援・情報

再就職への支援・情報

農業などの第一次産業への就職支援・情報

起業・創業への支援・情報

その他
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総合戦略アンケート
調
査
対
象
：
軽
米
高
校
生

調
査
方
法
：
高
校
を
通
じ
て
生
徒　

　

１
８
０
人
に
回
答
を
依
頼

有
効
回
答
数
：
１
７
８
件（
98
・
９
％
）

　

回
答
で
は
「
東
北
地
方
の
大
学

や
専
門
学
校
に
進
学
し
た
い
」
が

最
も
多
く
、
全
体
の
30
・
９
％
を

占
め
ま
し
た
。
次
い
で
「
県
内
の

大
学
や
専
門
学
校
に
進
学
し
た

い
」（
18
・
０
％
）、「
首
都
圏
な

ど
東
北
地
方
以
外
の
大
学
や
専
門

学
校
に
進
学
し
た
い
」、「
町
外
の

岩
手
県
内
で
就
職
し
た
い
」（
と

も
に
12
・
４
％
）
の
順
で
し
た
。

進
学
希
望
の
学
生
は
回
答
全
体
の

61
・
３
％
と
約
６
割
に
達
し
、「
県

内
外
を
問
わ
ず
大
学
進
学
を
希
望

す
る
」
と
い
う
そ
の
他
の
回
答
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

町
外
に
出
た
場
合
、
将
来

町
に
戻
っ
て
き
た
い
か
？

　

「
現
時
点
で
は
わ
か
ら
な
い
」

が
最
も
多
く
、
回
答
全
体
の
52
・

２
％
と
過
半
数
を
超
え
て
い
ま
し

た
。
無
回
答
を
除
く
と
、「
大
都

市
で
の
就
職
後
、
退
職
し
た
ら
戻

り
た
い
」、「
大
学
や
専
門
学
校
を

卒
業
し
た
ら
戻
り
た
い
」、「
軽
米

町
に
戻
り
た
い
と
は
思
わ
な
い
」

が
７
・
９
％
で
並
び
ま
し
た
。
そ

の
他
に
、
時
期
は
未
定
な
が
ら
も

「
あ
る
程
度
都
市
で
働
い
て
か
ら
、

軽
米
に
戻
っ
て
き
て
職
に
つ
き
た

い
」
と
い
う
回
答
も
あ
が
り
ま
し

た
。

　

回
答
が
多
か
っ
た
順
に
集
計
し

た
結
果
、最
も
多
か
っ
た
の
は「
軽

米
町
に
愛
着
が
あ
る
か
ら
」
の
20

件
で
、回
答
者
数
37
人
の
54
・
１
％

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
次
い
で
「
環

境
の
良
い
と
こ
ろ
で
生
活
し
た
い

か
ら
」（
16
件
、
回
答
者
の
43
・

２
％
）、「
地
域
の
将
来
に
貢
献
し

た
い
か
ら
」（
14
件
、同
37
・
８
％
）

の
順
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
と
し
て
「
家
の
仕
事
を

継
ぐ
た
め
」、「
軽
米
町
の
民
昔
話

な
ど
を
残
し
て
い
く
た
め
。
研
究

を
行
う
た
め
」
と
い
っ
た
回
答
も

あ
り
ま
し
た
。

「
戻
っ
て
き
た
く
な
い
」

理
由
は
？

　

回
答
が
多
か
っ
た
順
に
集
計
し

た
結
果
、
最
も
多
か
っ
た
の
は

「
商
業
施
設
等
が
少
な
く
、
に
ぎ

わ
い
を
感
じ
ら
れ
な
い
か
ら
」
の

９
件
で
、
回
答
者
数
14
人
の
64
・

３
％
で
あ
っ
た
。
次
い
で
「
希
望

す
る
仕
事
が
無
い
か
ら
」（
８
件
、

回
答
者
の
57
・
１
％
）、「
日
常
生

活
が
不
便
だ
か
ら
」（
５
件
、
同

35
・
７
％
）の
順
と
な
り
ま
し
た
。

　

回
答
が
多
か
っ
た
順

に
集
計
し
た
結
果
、
最

も
多
か
っ
た
の
は
「
楽

し
め
る
娯
楽
施
設
が
あ

る
」
の
１
０
６
件
で
、

回
答
者
数
１
７
８
人
の

59
・
６
％
と
、
約
６
割

に
な
り
ま
し
た
。
次
い

で「
飲
食
し
た
い
店
や
、

値
頃
感
の
あ
る
店
な
ど

が
あ
る
」（
92
件
、
回

答
者
の
51
・
７
％
）、「
産

業
振
興
と
雇
用
拡
大
に

よ
る
経
済
活
性
化
」

（
62
件
、
同
34
・
８
％
）

の
順
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
回
答
と
し

て
「
季
節
に
合
っ
た
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
」、

「
大
き
な
宿
泊
施
設
」、

「
若
者
が
好
む
施
設
」、「
娯
楽
施

設
、
教
育
環
境
を
整
え
て
ほ
し
い

が
、自
然
や
昔
な
が
ら
の
ま
つ
り
、

仕
事
、
伝
統
は
無
く
さ
な
い
で
ほ

し
い
」な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

調
査
対
象
：
平
成
27
年
町
成
人
式
に

　

出
席
し
た
新
成
人

調
査
方
法
：
式
典
出
席
者
95
人
に
回

　

答
を
依
頼

有
効
回
答
数
：
73
件
（
76
・
８
％
）

卒
業
後
に
希
望
す
る

進
路
は
？

「
戻
っ
て
き
た
い
」

理
由
は
？

町
づ
く
り
に
必
要
な
取

り
組
み
は
？

　

男
性
で
は
「
就
職
し
て
い
る
」

が
最
も
多
く
38
・
９
％
、
女
性
は

「
大
学
生
」
の
45
・
９
％
が
最
も

多
い
回
答
と
な
り
ま
し
た
。

　

専
門
学
生
な
ど
を
含
め
た
進
学

率
は
、
男
性
61
・
１
％
、
女
性

75
・
７
％
と
女
性
の
方
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
学
生
？
就
職
し

て
い
る
？

　

男
女
と
も
「
岩
手
県
内
」（
男

性
30
・
６
％
、
女
性
29
・
７
％
）

が
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
最
も
高
い
回

答
と
な
り
ま
し
た
。「
軽
米
町
内
」

（
男
性
22
・
２
％
、女
性
27
・
０
％
）

と「
青
森
県
内
」（
男
性
11
・
１
％
、

女
性
16
・
２
％
）
で
は
女
性
の
方

が
わ
ず
か
に
回
答
率
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
現
在
住
ん
で
い

る
と
こ
ろ
は
？

　

男
女
と
も
に
「
町
外
の
岩
手
県

内
」
が
男
性
54
・
５
％
、
女
性

46
・
４
％
と
最
も
高
く
、「
軽
米

町
内
で
就
職
」（
男
性
４
・
６
％
、

女
性
14
・
３
％
）
と
「
仙
台
な
ど

東
北
地
方
」（
男
性
13
・
６
％
、

25
・
０
％
）
は
女
性
の
方
が
回
答

率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

学
生
の
卒
業
後
の
進
路
は
？

　

男
女
と
も
に
「
現
時
点
で
は
わ

か
ら
な
い
」
が
男
性
64
・
０
％
、

女
性
65
・
４
％
と
最
も
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。「
町
外
で
就
職
後
、

退
職
し
た
ら
戻
り
た
い
」
と
回
答

し
た
の
は
男
性
20
・
０
％
に
対
し
、

女
性
７
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
町
に
住
ん
で
い
な
い

方
は
将
来
戻
り
た
い
？

　

男
性
の
回
答
で
は
「
軽
米
町
に

愛
着
が
あ
る
か
ら
」
と
「
地
域
の

将
来
に
貢
献
し
た
い
か
ら
」
が
と

も
に
60
・
０
％
と
同
数
で
最
も
高

「
町
に
戻
り
た
い
」
を
選
ん

だ
理
由
は
？

く
、
女
性
の
回
答
で
は
「
軽
米
町

に
愛
着
が
あ
る
か
ら
」が
83
・
３
％

と
最
も
高
い
回
答
と
な
り
ま
し
た
。

　

男
性
で
は
「
希
望
す
る
仕
事
が

な
い
」
が
75
・
０
％
と
最
も
多

く
、
女
性
は
「
軽
米
町
に
愛
着
が

な
い
」、「
通
勤
・
通
学
に
都
合
が

よ
く
な
い
」
が
と
も
に
66
・
７
％

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
町
に
戻
り
た
い
と
思
わ
な

い
」
を
選
ん
だ
理
由
は
？

　

男
性
側
で
多
か
っ
た
回
答
は

「
産
業
振
興
と
雇
用
拡
大
に
よ
る

経
済
活
性
化
」、
次
い
で
「
楽
し

め
る
娯
楽
施
設
」、「
地
域
を
担
う

子
ど
も
の
教
育
環
境
の
整
備
」
で

し
た
。
一
方
女
性
側
は
「
楽
し
め

る
娯
楽
施
設
」
が
最
も
多
く
、
次

い
で
「
地
域
を
担
う
子
ど
も
の
教

育
環
境
の
整
備
」、「
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」
の

順
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
紹
介
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
や
町
総
合
戦
略
策
定
員
会
で

の
議
論
、
町
議
会
議
員
の
皆
さ
ん

や
町
百
人
委
員
会
の
委
員
の
皆
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を
も
と

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に

必
要
な
取
り
組
み
は
？

に
、
軽
米
町
総
合
戦
略
は
、
10
月

末
に
策
定
さ
れ
ま
す
。
来
月
号
で

は
策
定
さ
れ
た
戦
略
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
成
人

高
校
生

家の仕事を手伝いたい

町外の岩手県内で就職したい

東京などの大都市で就職したい

東北地方の大学や専門学校に進学したい

その他

無回答

軽米町内で就職したい

仙台市など東北地方で就職したい

県内の大学や専門学校に進学したい

首都圏など東北地方以外の大学や専門学校に進学したい

現時点ではわからない

楽しめる娯楽施設がある

飲食したい店や、値頃感のある店などがある

産業振興と雇用拡大による経済活性化

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

自然環境の保全や農山村の魅力づくり

特産品開発などによる農林業の振興

介護や認知症予防など、高齢者福祉の充実

地域を担う子どもの教育環境の整備

定住促進などの取り組み

その他

町外で就職後、退職したら戻りたい

大学や専門学校を卒業したら戻りたい

現時点ではわからない

結婚・出産を機に戻りたい

軽米町に戻りたいとは思わない

その他

産業振興と雇用拡大による経済活性化

定住促進の取り組み

地域を担う子どもの教育環境の整備

その他

飲食したい店や、値頃感のある店

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

特産品開発などによる農林業の振興

楽しめる娯楽施設

介護や認知症予防など、高齢者福祉の充実

自然環境の保全や農山村の魅力づくり
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ち
び
っ
子
も

防
火
を
誓
う

　

小
玉
川
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

は
、
軽け

い

可か

搬は
ん

ポ
ン
プ
操
法
演

技
を
披
露
し
ま
し
た
。
放
課

後
を
利
用
し
て
礼
式
や
操
法

訓
練
を
重
ね
て
き
た
ク
ラ
ブ

員
は
、
消
防
団
員
顔
負
け
の

て
き
ぱ
き
と
し
た
動
き
で
標

的
に
放
水
。
標
的
が
倒
れ
る

と
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
晴
山
ち
び
っ
子
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
が
特
別
演
技

を
披
露
。
可
愛
ら
し
い
ダ
ン

ス
で
消
防
演
習
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
両
消
防
ク
ラ
ブ
員

の
代
表
に
よ
り
、
防
火
宣
言

が
行
わ
れ
、「
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
火
遊
び
は
し
ま
せ

ん
」と
力
強
く
誓
い
ま
し
た
。

（
左
写
真
右
か
ら
井
戸
渕
拓た

く

巳み

く
ん
、古
舘
匠

し
ょ
う

馬ま

く
ん
、

南
杏あ

ん

那な

ち
ゃ
ん
）

▲「火遊びはしません」と元気良
　く防火宣言

▲お父さん、お母さんと一緒にダン
　スで盛り上げました

▲立派な操法演技を披露する未来の消防団員

平成27年度 町消防演習

日日ごろのごろの訓練訓練のの成果成果をを披披露露

①軽米小学校の校庭から中学校へと行進

②婦人消防協力隊による消火器を使った初期消火訓練　

③町の操法競技会で優勝した２つの部による操法披露

④行進の息をそろえる指揮の取れたラッパ隊

⑤町中の消防車が一列に並んで走行する分列行進はまさに壮観

①

②

③

④

⑤

軽米町長感謝状贈呈者（敬称略）

　消火活動協力者

　　　南建設株式会社

　用地提供者

　　　大内蔵　　久
ひさし

　　　中　野　　孝
たかし

　軽米町消防演習は９月20日、軽米中学

校グラウンドを主会場に行われました。

町消防団（山舘松
まつ

五
ご

郎
ろう

団長）と町婦人消

防協力隊連絡協議会（松山美
よし

子
こ

会長）あ

わせて約380人が参加し、日頃の訓練の成

果を披露。町内外からの観覧者に防火へ

の決意を示しました。

　

９
月
20
日
、
午
前
６
時
の
サ
イ

レ
ン
と
同
時
に
町
内
27
地
域
の
消

防
団
が
軽
米
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
め
ざ
し
一
斉
に
出
動
し
、
平

成
27
年
度
の
町
消
防
演
習
が
幕
を

開
け
ま
し
た
。

　

表
彰
で
は
、
消
火
活
動
協
力
者

と
防
火
水
槽
の
用
地
提
供
者
へ
町

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
ほ

か
、
県
消
防
協
会
二
戸
地
区
支
部

長
表
彰
が
功
労
消
防
団
員
へ
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

山
舘
団
長
は
「
私
た
ち
消
防
団

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
本
業
を
持
ち
な

が
ら
、
消
防
・
防
災
に
関
す
る
知

識
や
技
術
を
習
得
し
、
生
ま
れ
育

っ
た
こ
の
郷
土
を
愛
し
、
災
害
か

ら
町
民
の
生
命
・
身
体
財
産
を
守

る
と
い
う
使
命
に
燃
え
、
勇
敢
か

つ
献
身
的
に
日
々
任
務
の
遂
行
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
、
日

ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
訓
示

を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
観
閲
や
車
両

点
検
に
続
い
て
、
婦
人
消
防
協
力

隊
に
よ
る
消
火
器
を
使
っ
た
初
期

消
火
訓
練
や
町
の
操
法
競
技
会
で

優
勝
し
た
８
分
団
１
部
と
同
３
部

に
よ
る
操
法
訓
練
、
足
並
み
を
そ

ろ
え
た
部
隊
訓
練
な
ど
で
、
参
列

者
ら
に
防
火
意
識
の
高
さ
と
団
結

力
の
強
さ
を
示
し
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
の
訓
練
を
終
え
る

と
、
町
中
心
部
を
分
列
行
進
が
始

ま
り
ま
し
た
。
山
舘
団
長
を
先
頭

訓示を述べる山舘団長

に
、
消
防
団
員
、
婦
人
消
防
協
力

隊
、
小
玉
川
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、

消
防
車
27
台
が
回
転
灯
を
回
し
な

が
ら
続
き
ま
し
た
。

　

仲
町
裏
手
の
雪
谷
川
河
川
敷
で

の
放
水
訓
練
で
は
、
行
進
を
終
え

た
消
防
車
が
河
原
に
並
び
、
一
斉

放
水
と
一
斉
着
色
放
水
を
行
い
ま

し
た
。
色
と
り
ど
り
の
水
が
上
が

る
と
沿
道
の
観
客
か
ら
は
大
き
な

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
講
評
官
の
千
田
利と

し

之ゆ
き

岩
手
県
消
防
学
校
長
が
「
極
め

て
優
秀
」
と
講
評
し
、
町
消
防
組

織
の
質
の
高
さ
を
称
え
ま
し
た
。

平成27年 (2015) 10月号…679号…広報かるまい



平成27年 (2015) 10月号…1415 679号…広報かるまい

新町大正団

上新町

色鮮やかに飾られた山車をご紹介
大町協誠団

本町新栄団

荒町光栄団

蓮台野芙蓉団

西遊記

知
とも

盛
もり

怨
おん

霊
りょう

顕
あらわ

る

西遊記「芭
ば

蕉
しょう

扇
せん

を求め
牛魔王と対峙」

歌舞伎十八番「鳴
なる

神
かみ

」

盟
ちか

い破れて鳴る雷
いかづち

となる

風流 女
おんな

自
じ

来
らい

也
や

 鬼神のお松

南部山車　風流　像
ぞう

引
ひき

軽軽米米 つつまま りり秋秋

平成27年平成27年 (2015)(2015) 10月号…10月号…14141515 679679号号…広報かるまい…広報かるまい

①、②出る人も見る人もみんなが笑顔の秋

　祭り

③軽米小学校のマーチング

④、⑤子どもたちも山車を引っ張りながら

　威勢のいい掛け声を飛ばします

⑥神輿渡御の先頭をゆく猿田彦命

⑦、⑧笛の音に合わせて踊りを踊ったり山

　車を引いたり

⑨沢田神楽には大人に負けじと獅子を掲

　げる子どもの姿

⑩山内神楽の盆舞は勇ましく

⑪南部駒踊りは大人数ならではの迫力

⑫お母さんに手を引かれ、流し踊りに参加

① ②

③
⑤

⑨

⑫

⑧

⑪

⑦

⑩

④

⑥

― 写真特集 ―

　笛や太鼓の音が響き渡り、９月19日～ 21日に開催された「軽　笛や太鼓の音が響き渡り、９月19日～ 21日に開催された「軽
米秋まつり」は３日間で延べ30,000人を集めました。米秋まつり」は３日間で延べ30,000人を集めました。
　笑顔あふれる軽米の秋の風物詩、軽米秋まつりの様子を写真で　笑顔あふれる軽米の秋の風物詩、軽米秋まつりの様子を写真で
レポートします。レポートします。

平成27年 (2015) 10月号…679号…広報かるまい



平成27年 (2015) 10月号…1617 679号…広報かるまい

◆皆さんの地域の話題や情報をお待ちしています。
　総務課広報担当（☎４６－２１１１・内線２０６）までご連絡ください

　1回目の「こぎん刺し教室」が生涯

学習センターで開かれ、青森県津軽地

方に伝わる伝統的な刺し子に１０人が

挑戦しました。谷節子さんの指導の下、

参加者は布の織り目を数えながら一針

一針刺繍糸を刺し、美しい模様を作っ

ていました。

音更町だより

昭和60年10月31日姉妹提携

一
針
一
針
、
て
い
ね
い
に

　軽米中学校で９月16日、「小さな親切」実行章

贈呈式が行われました。「小さな親切」運動県本部

（高橋真
まさ

裕
ひろ

代表）からの実行章を代表で受け取った

１年生の松橋優
ゆう

人
と

くんは「これからもボランティア

や復興支援に取り組んでいきたい」と気持ちを表し

ました。同校の１年生は７月10日に復興教育学習と

して普代村の普代水門を見学。普代浜の清掃活動も

行い、その活動が認められ実行章が贈られました。

小さな親切

実
行
章
を
手
に
笑
顔
の
生
徒
た
ち

　長倉生活改善センターで９月１日、健康福祉課が

夜の健康教室を開催しました。県立軽米病院の横島

孝
たか

雄
お

院長を講師に招き『生活習慣病を予防する』と

題した講演を行いました。横島院長は「メタボリッ

ク症候群は脳卒中を誘発しやすくなります。標準体

重などを意識しながら、高校卒業後の体重を７ｋｇ

以上増やさないよう常に気をつけましょう」と早め

のメタボ予防を説きました。

生活習慣病を防ぐには!?
夜の健康教室

　第 17 回わたしの主張二戸地区大会（同実行委員

会主催）が９月１日、軽米中学校を会場に開催され

ました。当町からは軽米中学校の土佐慈
いつく

さん（２年）

と横澤朱
あか

音
ね

さん（３年）が出場し、横澤さんは見事

優秀賞に輝きました。最優秀賞は福岡中学校３年の

久保田澪
みお

さん。久保田さんは「気持ちが入って練習

よりも上手にできた。県大会には絶好調で臨みたい」

と決意を新たにしていました。

いま伝えたいこと
わたしの主張二戸地区大会

　軽米地区県公所（県北農業研究所、軽米普及サブ

センター、県北家畜保健衛生所）では９月４日と５

日に同所の役割や研究成果を広く知ってもらおうと

一般公開を行いました。平日の初日は、ほうれんそ

うや雑穀の公開セミナーや畑地かんがい実演会、土

曜日の２日目には雑穀ピザづくりや親子収穫体験な

どが催され、２日間の来場者数は延べ466人と盛況

の様子を見せていました。

おいしい理由は研究の成果
軽米地区県公所一般公開デー

院
長
先
生
の
分
か
り
や
す
い
講
演
を
食

い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
る
参
加
者

表
現
力
豊
か
に
発
表
す
る
土
佐
さ
ん
（
左
）

と
横
澤
さ
ん
（
右
）

大
き
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
収
穫
し
満
面
の
笑
み

　町教育委員会は９月２日、町児童生徒英語発表会

を町立軽米小学校で開催しました。小学生は英語で

特技を紹介したり劇を披露し、中学生・高校生はき

れいな発音で暗唱や弁論を行いました。小・中・高

の児童生徒が一緒に英語を発表する場は県内でも珍

しく、教育委員会では「上級生は下級生に伝える気

持ちで、上級生の発表を観賞することで、双方の英

語力の向上につながれば」と期待しています。

みんなで英語力ＵＰ！
軽米町児童生徒英語発表会

小
軽
米
小
学
校
の
６
年
生
は
英
語
で
町
の

名
所
や
特
産
品
を
紹
介
し
ま
し
た

　町畜産共進会が９月26日、新岩手農協軽米地区担

当課特設会場で行われました。町内の畜産農家が丹精

込めて育てた自慢の愛牛53頭が参加。関係者が見つ

める中、月齢など６部門に分けた牛を審査員が体形や

毛並み、肉つきなどを審査しました。最高賞である名

誉賞には、若雌牛の部で平内徳
よし

道
みち

さん（市野々）の

「かなえ号」、繁殖雌牛の部で畑林悦
えつ

男
お

さん（屋敷）

の「かねふく号」がそれぞれ選ばれました。

愛情込めて育てた一頭
町畜産共進会

手
塩
に
か
け
た
牛
た
ち
が
、
ズ
ラ
リ

と
並
び
ま
し
た

　町教育委員会は９月４日、給食に軽米産食材のみ

を使用したオール軽米産給食の日を実施しました。

雑穀ごはんや軽米産黒毛和牛の牛丼などすべてが軽

米産。晴山小学校では生産者の細谷地 涼
りょう

太
た

さんと

江刺家久
ひさ

志
し

さんも児童と一緒に給食を味わいまし

た。畠山 敏
さとし

校長は「生産者の方と食材に、心を込

めた『いただきます』と『ごちそうさま』をしまし

ょう」と食への感謝を子どもたちに伝えました。

「かるまい」をいただきます！
オール軽米産給食の日

生
産
者
の
方
に
感
謝
し
な
が
ら
い
た
だ
き

ま
し
た



平成27年 (2015) 10月号…1819 679号…広報かるまい

今
月
の
俳
句
（
北
光
吟
社
８
月
例
句
会
）

笑 顔 あ つ ま れ ！　 み ん な の 広 場

　

町
立
図
書
館
で
図
書
館
支
援
協
力

会
の
職
員
と
し
て
本
の
貸
し
出
し
や

修
復
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
っ
て

い
る
坂
本
さ
ん
。

Ｑ
、
今
の
職
業
を
選
ん
だ
理
由
は
？

ま
た
、
実
際
に
や
っ
て
み
て
ど
う
で

す
か
？

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
本
が
好
き
だ
っ

た
の
で
図
書
館
で
働
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
実
際
に
働
く
中
で
、
小
・

中
学
生
が
お
す
す
め
の
本
を
読
ん
で

く
れ
て
、
感
想
を
教
え
て
く
れ
る
の

が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

Ｑ
、
趣
味
や
休
日
に
や
る
こ
と
は
？

　

映
画
鑑
賞
や
読
書
を
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
で
す
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
本
が
好
き
で
し
た

キキ
ララ

ララ

キキ

るるるるるるるるる光光

※
町
文
化
協
会
「
北
光
吟
社
」
の
例
句
会
よ
り
俳
句
を
紹
介
し
て
い
ま
す

坂本　真
ま

知
ち

子
こ

 さん
（24歳、下円子上組）

身長159㌢、Ｂ型

町立図書館

Ｑ
、
あ
な
た
の
夢
は
？

　

全
都
道
府
県
を
旅
行
し
て
み
た
い
。

Ｑ
、
町
を
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　

か
る
ま
い
テ
レ
ビ
で
い
ろ
い
ろ
な

行
事
を
見
れ
て
お
も
し
ろ
い
で
す
。

前
回
の
様
子
や
雰
囲
気
が
分
か
る
の

が
い
い
で
す
。

▼
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
…
バ
レ
ー（
観
戦
）

▼
好
き
な
色
…
青

▼
好
き
な
食
べ
物
…
く
だ
も
の
類

▼
今
ほ
し
い
も
の
…
フ
ー
ド
プ
ロ

セ
ッ
サ
ー

▼
今
の
悩
み
は
？
…
視
力
の
低
下

▼
理
想
の
異
性
の
タ
イ
プ
…
一
緒
に

い
て
落
ち
着
け
る
人
、
楽
し
い
人
。

芸
能
人
だ
と
濱
田
岳
さ
ん
。

蕎蕎そそ

麦麦ばば

の
花
の
花
休休き

ゅ
う

き
ゅ
う

耕耕こ
う
こ
う

田田で
ん
で
ん

をを
埋埋うう

め
つ
く
し

め
つ
く
し

中
野　
と
き
子

中
野　
と
き
子

都都つつ

合合ご
う
ご
う

よ
く
よ
く
小小ここ

言言ご
と
ご
と

か
き
消
す
は
た
た
が
み

か
き
消
す
は
た
た
が
み

川
﨑　

郁
子

川
﨑　

郁
子

帰帰きき

省省せ
い
せ
い

子子しし

の
ま
た
も

の
ま
た
も
背背せせ

丈丈た
け
た
け

のの
伸伸のの

び
し
こ
と

び
し
こ
と

千
葉　
ふ
み
子

千
葉　
ふ
み
子

池
の
ふ
ち
今
か
と

池
の
ふ
ち
今
か
と
餌餌え

さ
え
さ

待待まま

つつ
金金き

ん
き
ん

魚魚ぎ
ょ
ぎ
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小軽米小学校５年小軽米小学校５年

玉舘　玉舘　七七
なななな

花花
かか

  さんさん

（屋敷）（屋敷）

　

９
月
14
日
、
私
た
ち
の
学
校
で
校
内

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
高
学
年
に
な
っ
た
の
で
、

き
ょ
り
が
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
３
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
３

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
走
る
の
は
初
め
て

で
、
完
走
で
き
る
か
と
て
も
心
配
で
し

た
。
正
直
、
私
は
運
動
が
き
ら
い
な
の

で
、
走
り
た
く
な
い
な
ぁ
と
も
思
い
ま

し
た
。
で
も
、
今
年
こ
そ
は
体
力
を
つ

け
よ
う
と
決
心
し
た
の
で
、
頑
張
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
し
て
す
ぐ
、
お
な
か
が
い

た
く
な
り
ま
し
た
。
足
も
い
た
か
っ
た

し
、本
当
に
走
れ
る
か
不
安
で
し
た
が
、

地
域
の
人
や
低
、
中
学
年
の
人
た
ち

が
応
え
ん
し
て
く
れ
た
の
で
、
が
ん

ば
っ
て
走
り
き
り
ま
し
た
。

　

記
録
は
、
19
分
44
秒
で
、
29
位
で

し
た
。
目
標
の
20
分
以
内
で
走
れ
た

し
、
30
位
以
内
に
も
な
れ
た
の
で
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
と
て
も

達
成
感
が
あ
り
、
完
走
で
き
て
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。
来
年
は
、
今
年

の
タ
イ
ム
よ
り
速
く
走
れ
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　

大
会
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
来
年

も
っ
と
速
く
走
れ
る
よ
う
に
な
る
た

め
に
も
、
こ
れ
か
ら
も
進
ん
で
運
動

を
し
、
体
力
を
つ
け
た
い
で
す
。

達
成
感
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

町
民
体
育
館
で
９
月
19
日
に
行
わ
れ
た

軽
米
町
敬
老
会
に
は
、
町
内
の
80
歳
以
上

の
方
々
２
７
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

傘
寿
を
迎
え
ら
れ
た
１
５
０
人
を
代
表

し
て
菅
原
清せ

い

一い
ち

さ
ん
（
車
門
）
が
、
米
寿

を
迎
え
ら
れ
た
79
人
を
代
表
し
て
堀
米
キ

ミ
さ
ん
（
本
町
）
が
そ
れ
ぞ
れ
、
町
か
ら

の
お
祝
い
状
と
記
念
の
品
を
受
け
取
り
ま

し
た
。
ま
た
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

記
念
品
の
杖
が
贈
ら
れ
、
代
表
し
て
舘
下

▲元気に転倒予防体操を行う参加者

▼ふれあいセンターの敬老週間では
日替わりで歌や踊りが披露されました

『
軽
米
の
埋
も
れ
し
宝
』
は
休
載
し
ま
す
。

ハ
ギ
さ
ん
（
高
家
）
が
受
け
取
り
ま
し

た
。
参
加
者
を
代
表
し
て
川
原
木
賢け

ん

一い
ち

さ

ん
（
車
門
）
が
「
今
後
も
町
の
発
展
の
た

め
に
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

敬
老
の
日
に
合
わ
せ
て
、
９
月
は
町
内

の
社
会
福
祉
施
設
な
ど
で
も
敬
老
会
や
敬

老
週
間
が
開
か
れ
ま
し
た
。
施
設
の
利
用

者
は
披
露
さ
れ
た
歌
や
踊
り
、
参
加
型
の

ゲ
ー
ム
を
笑
顔
で
楽
し
み
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
軽
米
町
敬
老
会

～
町
内
で
も
様
々
な
敬
老
イ
ベ
ン
ト
～
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お役立ち情報

ー今月の新刊ー

　姿勢よく歩く姿や表情が
“人みたい！”と話題を呼ぶ、
釧路市動物園のしろくまミル
クの写真集。浮き球で遊んだ
り、筒状のおもちゃをかぶっ
てどや顔したり…癒される姿
が満載です。

　残業すれば会社も従業員も
税金をとられる「残業税」が
導入された。しかし、脱税を
試みる手合いは跡を絶たず
…。従業員の救済と職務の全
うを目指し、凸凹コンビが奮
闘する連作ミステリー。

【児童書】 【一般書】

　お菓子やペットボトルの自動
販売機、回すとカプセルが出て
くるガチャガチャなどダンボー
ルを使った自動販売機の作り方
をわかりやすく紹介。おもしろ
い仕掛けが盛りだくさん！

作/谷口智則

（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
）

（
光
文
社
）

　今日は、サルくんのおたん
じょうびパーティー。お祝い
のアップルパイを作るため、
みんなで材料を持ち寄りま
す。あれ、カメくんは間に合
うかな？

書館だより図 町立図書館（☎４６－４３３３）

（
ブ
テ
ィ
ッ
ク
社
）

（
ア
リ
ス
館
）

残業税

カメくんとアップルパイ しろくまミルク

著/小前亮

今月の図書館ひろば
日時：10月24日 10：00 ～ 11：00
場所：図書館となりの蔵

▼今月の飲酒運転検挙者はありません

死亡事故の主な特徴は次の３点です

①高齢の犠牲者が多い。

②人対車両の事故が多い。

③日没後や夜間の発生が多い。

【夜間の外出に注意】
・・・夜光反射材の活用を！

・夜間、特に黒っぽい服装をしているとドライバー

　に見落とされやすく、道路横断中などに、車には

　ねられる危険があります。

・夜光反射材はカバン、バック、クツなどにつける

　と非常に効果的です。

～県内の交通死亡事故が激増中～

二戸警察署軽米駐在所（☎４６－２００４）

活安全の森生

健康福祉課
保健師長

　日向　安子

イ ン フ ル エ ン ザ を 予 防 し よ う

丈夫に丈夫に
育つ育つ

元気に元気に
働く働く

健やかに健やかに

老いる老いる 健康福祉課（☎４６－４１１１）

※（累計）は１月からの合計です。見直しにより前月の数値と異なる場合があります。

８月の事故と救急の数字

▼町内の交通事故、救急車出動回数
当月 累計 昨年比

人 身 事 故 １件 ３件 －５

死 亡 者 ０人 ０人 ±０

負 傷 者 １人 ３人 －５

物 損 事 故 ７件 100件 －４

救急車出動回数 31回 308回 +26

　夕暮れ時の外出は、夜光反射材を効果的に活用し

て交通事故に遭わないように気を付けましょう。

　インフルエンザは一般的な風邪とは違い、
ウィルスに感染することで38度以上の高
熱、悪寒（ぞくぞくする寒気）、全身の関節
痛などの症状が急にあらわれます。
　子どもや高齢者など、抵抗力の弱い人にと
っては、命にかかわる危険な病気でもありま
す。また、感染力が強く学級閉鎖などのニュ
ースが毎年きかれます。
　働き盛りの年代でも、インフルエンザにな
ると周囲に感染を広げないために仕事を休ま
なければならない期間が発生します。みなさ
んでしっかり予防をしていきましょう。

　手洗いうがい、充分な睡眠、食事をきちんと
とることはからだの抵抗力をつけることにつな
がりますので、インフルエンザの時期に限らず
日ごろから身につけておきたい生活習慣です。
　また、インフルエンザの予防接種をおすすめ
します。注射をすることで100%感染しないわ
けではありませんが、感染しても重症になるこ
とを防ぐことができます。
　インフルエンザ予防接種料金の補助対象の方
には通知書をお届けします。対象でない方も自
分と周りの人たちのために接種をお勧めしま
す。

ダンボールで作るおもしろ自動販売機
監修/大野萌菜美

対象：幼児
　　　小学校低学年

はつらつ教室（口腔・栄養編）開催！

目 地域包括支援センター（☎４６－４１１１）
指そう！はつらつ人生

　８月27日から『はつらつ教室（口腔・栄養

編）』が開催され、現在、軽米中央公民館と小軽

米生活改善センターで実施しています。今回は２

回目のはつらつ教室について紹介します。

　講師は、堀米歯科医院の遠藤美
み

保
ほ

子
こ

先生と県歯

科衛生士会の小野寺圭
けい

子
こ

先生、南幅久
く

美
み

子
こ

先生の

３人です。

　始めに遠藤先生から「かむ力、飲みこむ力」に

ついてのお話があり、その後にかむ力や飲みこむ

力の測定を行いました。また、お口の機能を高め

るゲーム（的あて、ストローボーリングなど）や

体操（食事の前の準備体操、唾液腺マッサージ）

を楽しみながら行います。

　お口の機能を高めることは、食事を美味しく食

べることができたり、かむ力や飲みこむ力を高

め、食事の際のむせを予防することにつながるた

ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
楽
し
く

お
口
を
動
か
し
ま
し
た

め、とても大切なことです。参加者からも歯み

がきや入れ歯の手入れの仕方などたくさんの質

問が出てお口の健康について学びを深めていま

す。

　この教室は10月から晴山公民館でも実施し

ます。詳しくは、軽米町健康福祉課（☎４６－

４１１１　※健康ふれあいセンター内）までお

問い合わせください。

　県内の交通死亡事故は近年になく増加しており、

特に高齢の犠牲者が非常に多くなっています。

軽米町の交通死亡事故０は、９月末で１４５９日

です。

生活習慣アンケートなどの調査にご協力ください

　国立がん研究センターと岩手医科大学は、日本人の生
活習慣などが、ガン・脳卒中などの生活習慣病とどのよ
うに関わっているかを調べる調査を行います。
【調査の内容と方法】
・40歳から74歳までの全町民のご自宅へ町保健推進員
　がアンケート用紙と調査への同意書を届けます（11
　月16日以降にお届けする予定です）。ご協力いただ
　ける方は、回答と署名をした後で町保健推進員へ手渡
　すか、返信用封筒でご返送ください。

・調査にご協力いただいた方のうち、今年度の特定健診
　で採血を行っていない方は、会場と日程をご案内しま
　すので、血液の提供にご協力ください。
※調査にご協力いただいた方には特典として1,000円分
　の地域振興券を郵送いたします。
※調査研究へのご協力は強制ではありません。
　詳しくは国立がん研究センター次世代多目的コホート
研究事務局（☎０１２０－２２０－５１０）にお問い合
わせください。
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お知らせお知らせ
情　報情　報
Information

（
広
告
ス
ペ
ー
ス
）

　※広報かるまい広報かるまいではでは、町内、町内のの業者業者などのなどの広告を広告を掲載しています掲載しています

ふくもりたこどもクリ
ニック　　（☎43-3137）

一戸町
一　戸

沢藤歯科医院
（☎25-4002）

二戸市
堀　野

二戸クリニック
（☎25-5770）

二戸市
石切所

関歯科医院
（☎38-2937）

二戸市
浄法寺

すがわら消化器内科
（☎23-2879）

二戸市
福　岡

森川歯科
（☎23-6361）

二戸市
堀　野

金田一診療所
（☎27-2205）

二戸市
金田一

曽根歯科医院
（☎27-3108）

二戸市
金田一

むらかみ医院いたみのク
リニック　（☎48-1500）

軽米町
岩　崎

国香歯科医院
（☎23-2223）

二戸市
福　岡

よこもり眼科クリニック
（☎22-2230）

二戸市
堀　野

ますだ歯科クリニック
（☎26-8282）

二戸市
石切所

10月18日（日）

25日（日）

11月１日（日）

３日（火）

８日（日）

15日（日）

休日当番医 歯科(9:00～12:00)内 科(9:00～17:00)

もっと知ろうもっと知ろう
みんなの国民年金みんなの国民年金

国民年金保険料は社会保険料控除の対象です！

　納められた国民年金保険料は、社会保険料控除としてその年の

課税所得から控除され、皆さんの税額が軽減されます。

　対象となるのは、平成27年中に納めた保険料の全額で、過去

の納め忘れを納付した分や追納した保険料も含まれます。ご家族

の保険料も支払っている場合、その分も控除の対象です。

　控除を受けるには、年末調整や確定申告を行うときに、領収証

書など保険料を納めたことを証明する書類の添付が必要です。

　９月までの間に国民年金保険料を納めた方には、11月に「社

会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送付されます。申告

書の提出の際は必ずこの証明書か領収証書を添付してください。

※10月１日から12月31日までの間に今年初めて国民年金保険料

を納められた方へは、翌年の２月に送付されます。

　詳しくは、二戸年金事務所（☎２３－４１１１）、国民年金保

険料専用ダイヤル（☎０５７０－０１１－０５０）、役場町民生

活課（☎４６－４７３４）にお問い合わせください。

カシオペア連邦合唱祭

■日時　11月８日（日）

■開場＝13：00、開演＝13：30

■場所　二戸市民文化会館

■内容　カシオペア連邦内合唱団

　　　　の歌唱と児童生徒の歌唱

■入場料　500円　中学生以下無料

【問い合わせ先】カシオペア連

邦合唱連盟事務局（☎２７－

２３８９）

ひとり親家庭などへの
特別（法律）相談

■日時　10月22日（木）

　　　　10：00～15：00

■場所　県北広域振興局二戸地区

　　　　合同庁舎

■対象　ひとり親家庭、寡婦など

■内容　離婚や養育費など日常生

　　　　活で困っていること

■費用　無料

【問い合わせ先】県北広域振興局

二戸保健福祉環境センター（☎
２３－９２０２）、（一社）岩手

県母子寡婦福祉連合会（☎０１９

－６２３－８５３９）

無料調停相談会

■日時　11月１日（日）

　　　　10：00～16：00

　　　（受付は15：30まで）

■会場　二戸市農村勤労福祉セン

　　　　ター

【問い合わせ先】二戸調定会（☎
２３－２５９１）

健康増進ボウリング教室

■日時

　　11月２日（月）10：00～

　　　　　　　　　13：30～

　　　　４日（水）20：00～

　　　　６日（金）10：00～

　　　　７日（土）13：30～

　各コースは曜日ごとに全５週

■会場　ゆりの木ボウル

※受講料は無料、初回のみテキ

スト代と傷害保険料として500

円がかかります。

【問い合わせ先】ゆりの木ボ

ウル（☎０１７８－４５－

１０２２）

二戸地区広域行政事務組合
議会定例会

■日時　10月1９日（月）

　　　　10：00～

■場所　二戸地区広域行政事務

　　　　組合会議室

■内容　消防、介護保険、し尿

　　　　処理、ごみ処理など管

　　　　内４市町村での共同処

　　　　理事業についての質疑

※傍聴できます。詳しくはお問

い合わせください。

【問い合わせ先】二戸地区広域

行政事務組合事務局（☎２３－

７７７２）

両立支援等助成金のご案内

　次のような場合に事業主や自業

種団体を支援する『両立支援等助

成金』制度があります。

・育児休業者の代替社員を雇用し

　た場合

・期間雇用者の育児休業修了者が

　出た場合

・育児復帰プランナーの支援を受

　け、育休復帰支援プランを作成

　や実施し、育児休業者を復帰さ

　せた場合

・事業所内に保育施設を設置や運

　営した場合

※詳しくはお問い合わせください。

【問い合わせ先】岩手県労働局雇

用均等室（☎０１９－６０４－

３０１０）

NPO法人会計講座

■日時と場所

　平成28年２月３日（水）

　盛岡市アイーナ

　13：00～16：00

■申し込み方法

　『基礎講習会』『会計講座』

とも県ホームページ（http://

www.pref . iwate. jp/npo/

fukkoushien/038616.html）

で申込用紙をダウンロードし、

ＦＡＸかＥ－ｍａｉｌで申し込

みください。

【申し込み・問い合わせ先】特

定非営利活動法人シニアパワー

いわて（FAX：０１９－６２６

－００９８、E-mail：zensyo.n@

gmail.com）

NPO法人の運営に係る
基礎講習会

■日時と場所

　11月12日（木）

　久慈地区合同庁舎

　12月15日（火）

　盛岡市アイーナ

　両日とも13：00～17：00

第７回拓陽祭

■日時　11月14日（土）

　　　　９：20～15：00

■場所　久慈拓陽支援学校

■内容　作品展示

　　　　９：20～15：00

　　　　ステージ発表

　　　　９：20～12：00

　　　　製品販売・バザー

　　　　12：00～14：00

【問い合わせ先】県立拓陽支

援学校（☎０１９４－５８－

３００４）

役場庁舎と農村環境改善センターの改修工事を行っています

　町では現在、役場庁舎と農村環境改善センター

に地中熱暖房システムを設置するための改修工事

を行っています。避難所にも指定しており、災害

時の暖房の確保などのために行う工事で、工期は

平成28年３月31日までの予定です。その間は地

域整備課車庫前の職員駐車場が使用できません。

庁舎正面の駐車場をご利用ください。

　事務室の工事は順番に行うので、各課の業務は

右の日程で農村環境改善センターで行われます。

移動する期間 移動する課

平成27年11月15日
～ 12月12日

総務課、産業振興課、教育委員会
事務局、農業委員会事務局、選挙
管理委員会事務局

平成27年12月15日
～平成28年１月30日

税務会計課、町民生活課

平成28年２月３日
～２月28日

地域整備課、議会事務局、水道事
業所

【問い合わせ先】総務課（☎４６－４７３８）

16 金

17 土

18 日 食フェスタinかるまい【ハ】10：00～15：00

19 月

20 火 転倒予防セミナー【公】13：30～15：30

21 水 １歳児教室【ふ】13：00～13：30

22 木
はつらつ教室【晴山公民館】11：30～13：30
うまっこ教室【ふ】9：30～12：00

23 金

24 土
図書館ひろば【図】10：00～
町民文化祭　ステージ発表会【公】13：00～

25 日 休日と夜間の納税相談【税務会計課】（～27日）

26 月

27 火 教育相談【公】9：00～15：00

28 水

29 木 はつらつ教室【晴山公民館】13：30～15：30

30 金
食生活改善推進員養成教室【ふ】9：30～14：30
町民文化祭　幼小中高作品展示【図】9：00～17：00

31 土

1 日
町民文化祭展示部門【公・図】9：00～17：00
（～３日）

2 月
町税の納期限（町県民税第３期、国民健康保
険税第４期）

3 火

4 水 乳児健診

5 木 はつらつ教室【晴山公民館】13：30～15：30はつらつ教室【晴山公民館】13：30～15：30

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

はつらつ教室【米田農耕センター】10：00～11：30、
【高家生活改善センター】13：30～15：30
K'sキッチン（公開バランス弁当試食会）
【ふ】12：00～13：30

11 水 男の料理教室【ふ】9：30～12：30

12 木 うまっこ教室【ふ】9：30～12：00

13 金

14 土 転倒予防セミナー【公】13：30～15：30

15 日
休日と夜間の納税相談【税務会計課】～17日
町総体バレーボール競技【体】8：30～

町のこよみ町のこよみ・かるまいカレンダーかるまいカレンダー

11月　November

 （カレンダー中の【　】は開催場所で下記のとおり表示します）

体 :町民体育館　環 :農村環境改善センター　公 :中央公民館　

図:町立図書館　病:県立軽米病院　ふ:健康ふれあいセンター　

老:老人福祉センター　フ:雪谷川ダムフォリストパーク・軽米　

ミ :ミレットパーク　歴 :歴史民俗資料館　ハ :ハートフル・ス

ポーツランド　運:町営運動場　ゲ:ゲートボール場　

10月　October
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冠婚葬祭８月分＜ 敬 称 略 ＞

仲軽米 皆 川 珠
み

和
お

（浩二・美幸）

沢 里 三 上 蒼
そう

輔
すけ

（大輔・佑喜子）

仲 町 清 藤 隼
はや

人
と

（達教・千春）

松 ノ 脇 上 坂 浅 男 （82歳）

向 高 家 田 代 カ ス （93歳）

岩 崎 小 倉 ツ ヤ （74歳）

向 川 原 野　中　　武　 （78歳）

貝 喰 附 柳 ア イ （73歳）

蜂 ヶ 塚 松　浦　フヂヱ （79歳）

下円子下組 淺 水 定 吉 （89歳）

荒 町 大　島　　定　 （85歳）

高 柳 高　柳　鉄五郎 （69歳）

桜 山 　奥　　三　男 （65歳）

観音林東 古 里 キ ヨ （88歳）

車 門 川原木　ト　ミ （80歳）

おめでた （　）内は父母の名

おくやみ （　）内は享年

●人の動き ＜平成27年8月31日現在／町民生活課調べ＞

 男　4,808人(ー３) / 女　5,024人（ー２)

合計 9,832人(－５) / 世帯数 3,790 (＋２)

転入　11人（133人）/ 転出　７人（189人）

出生　４人（32人） / 死亡　13人（138人）

※（　）は１月からの累計

※（　）は前月比

※広報誌内において、お名前が俗字であっても正字で
　記載される場合がありますので、ご了承ください。

おしあわせに

｛ 近 藤 秀 行 （二戸市）

長谷川　陽　子 （高清水）

｛ 須 藤 勝 太 （上新町）

林 﨑 智 子 （久慈市）

　ほ　っ　と　ひ　と　い　き ／　編　集　後　記
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す
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信
也
）

音更町との姉妹締結30周年記念
両町産ホップと小麦使用のコラボビール発売中！

　北海道音更町と軽米町との姉妹町締結が今年

で30年を迎えたことを記念して、町産のホッ

プと音更町産の小麦を使用したコラボレーショ

ンビールが発売になりました。

　町産ホップの特徴である華やかな香りと、音

更町産小麦のコクのある口当たりを生かした味

わいを、ビール好きの方はもちろん、普段はあ

まりビールを飲まないという方もぜひ一度お試

しください。

　記念ビールは町内の酒類取扱店などで販売さ

れています。数量限定ですので、興味を持たれ

た方はぜひお早めにお買い求めください。

軽米町産のホップと

音更町産小麦が 手を取り合って…

➡
おいしいビールが

できました！

平成27年
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